
 

 

                                   

 

令和４年度には、全部で１０施策のパブリックコメント手続が実施されました。 

その中で市民の皆さんから頂いたご意見は全部で１，６０９件でした。 

市民の皆さんからどのような意見を頂き、その意見がどのように反映されたのか、主な事例を紹介 

いたします。 

 

事例１ こどもの未来応援条例 

子どもを社会全体で守り育てるという機運を醸成し、全ての子どもが生まれ育った環境に左右される

ことなく、現在から将来の生活にわたり夢や希望を持てる社会の実現を目指すため、子どもの未来応援

条例の制定に取り組む。 

 

＜意見提出者数１７４人、意見数：５９２件＞ 

 

 

 

事例２ 鹿児島市多文化共生推進指針 

本市における多文化共生の地域づくりを推進するために策定するもの。 

 

＜意見提出者数２３人、意見数：９０件＞ 

 

 

 

（パブリックコメントによる意見の概要） 

「③意見表明」を一番最初にもってきたら良いと思いました。市のイベントに参加して、「子ど

もの声」を大事にしていることが伝わってきたからです。（子どもからの意見） 

（意見反映後） 

子どもの健やかな育ちの支援について、③「子どもの意見表明及び社会参加」を項目の一番最初

に持ってきました。 

（パブリックコメントによる意見の概要） 

外国人住民が地域において生活する課題として、住宅確保などの面で不平等がある。 

（意見反映後） 

課題の中に、就業・住宅確保等のための支援の必要性を加えました。 

皆さんの意見が反映されました！ 



 

寄せられたご意見について 

市民の皆さんからは、事例の他に様々なご意見が寄せられており、その中には取り入れることが出

来るものもあれば、様々な理由から取り入れることができないものもあります。 

全て貴重なご意見として、各施策を進める際には、参考とさせて頂いております。 

 

 

 

 


